
平成２４年度 産業廃棄物税基金充当事業 実績報告書 

 

事業名：資源循環コーディネーター派遣事業  

事業実施予定期間：平成 18年度～平成 26年度  

担当課室名：環境生活部環境政策課       

担当班名：環境産業振興班 TEL: 022-211-2664  

                            e-mail: kankyoi@pref.miyagi.jp     

                            URL：                 

 

 

１ 事業の目的 

循環型社会形成に必要な３Ｒ推進の仕組（組織）作りの支援，環境・リサイクル産業の育成（技

術開発及び優良化の支援）及び個別企業の３Ｒ推進の支援のために活動する資源循環コーディネー

ター（以下「ＳＪＣ」と称す。）を県内各地域に派遣して，地域毎のリサイクルの枠組み作りを進め，

循環型社会の形成を推進する。 

 

２ 当該年度の実施事業の概要 

企業における産業廃棄物の３Ｒ活動を推進するための以下の活動 

・地域における３Ｒ推進のための企業連携支援（地域エコフォーラムの運営支援等） 

・個別企業の課題解決支援 

・県補助事業の実施支援 

・リサイクル等事業者情報提供事業支援 

 

３ 当該年度の実施事業の成果 

・ 年間企業訪問実績→３２９社（延べ４９８件） 

・ 泉パークタウン工業団地内の製造業者で構成されるエコフォーラム（以下「ＥＦ」と称す。），

大崎市西部の製造業者で構成されるＥＦ，県内でＢＤＦ製造を行う事業者で構成される連絡協議

会の３か所を新設した。 

・ 練製品製造事業者，製パン事業者及びレストラン納入食品加工事業者から出る食品残さを養豚

と飼料製造を行う事業者に有価販売することで，食品残さの発生を抑制すると同時に飼料原料と

して利用するためのコーディネートを実施し，また，酒造事業者から出る食品残さを養牛と飼料

製造を行う事業者に有価販売することで同様の効果を生み出すためのコーディネートを実施した。 

・ 複数のＥＦにおいて，相互交流を図るようＳＪＣが働きかけた結果，他ＥＦ参加企業の工場見

学や，他ＥＦの地域貢献活動事例の訪問調査などが実施された。 

・ 東日本大震災で被災した産業廃棄物中間処理事業者に対し復旧費用の一部を補助するためコー

ディネートをすることで，これらの事業者の早期の事業再開を支援した。 

・ 東日本大震災以降停止状態にあった建築エコフォーラムを再開するための支援を実施し，また，

３か所の建築業協会支部において利用できる補助事業等の説明会を開催した。 
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４ 今後の展開 

各業界に応じた３Ｒ推進への支援活動，地域における３Ｒ推進のための地域エコフォーラムの運

営の支援，産学連携によるリサイクル技術の共同研究開発支援及び個別企業ごとに応じた課題解決

支援活動を行うことで，循環型社会の形成を推進する。 

 

５ 廃棄物の削減・リサイクル，適正処理の促進の効果等を示す指標の数値 

（指標：３Ｒ活動支援件数（顕著な成果数）） 

単位：件 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

― ３ ― ４ 

 

※ 平成２４年度の数値は，泉パークタウン工業団地内の製造業者で構成されるＥＦ，大崎市西

部の製造業者で構成されるＥＦ，県内でＢＤＦ製造を行う事業者で構成される連絡協議会の３

か所を新設したこと及び東日本大震災以降停止状態にあった建築エコフォーラムを再開したこ

とによる。 

 

６ 事業費の推移 

単位：千円 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

２１,０７１ １３,７４５ ２１，９７０ 

 


